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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成２７年６月１１日（木） 

午 前  １０時０４分  開 会 

午 前  １１時２０分  閉 会 

２．場  所   第２会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  小比類巻 正 規   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅 彦   副 議 長  野 坂 篤 司 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍 聴 者   議  員  髙 橋 武 志 

 

６．事務局職員   事務局長  繫   範 雄   次  長  田 辺 正 英 

庶務係長  中 村 容 三   主  査  一 戸   剛 

主  事  髙 橋 涼 平 

 

７．説 明 員   副 市 長                   米 田 光一郎 

経済部長                   山 本   優 

建設部長                   髙 橋 常 幸 

上下水道部長                 今 村 哲 也 

産業政策課長                 村 井 拓 司 

都市整備課長                 吉 村 聖 毅 

下水道課長                  澤 田   潤 

産業政策課課長補佐              石 坂 知 也 

産業政策課課長補佐              佐 藤 英 一 

副参事兼都市整備課長補佐           小笠原 五十治 

下水道課長補佐                西 沢   徹 

下水道課長補佐                石 井   聡 

産業政策課商業振興係長            小比類巻  健 

 

８．案  件   ①南町複合ショッピングセンター開店に係る市の対応について 

②スカイプラザミサワの運営状況について 

③下水道の整備状況について 
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９．会議概要 

加澤委員長：ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、南町複合ショッピングセンター開店に係る市の対応について、それから

スカイプラザミサワの運営状況について、最後に下水道の整備状況についてで、この３項

目について調査してまいります。 

 それでは、１件ごとに調査してまいりたいと思います。 

 まず、１件目の南町複合ショッピングセンター開店に係る市の対応についてでありま

す。 

 それでは、執行部からの説明をお願いいたします。 

村井産業政策課長：おはようございます。 

 それでは、南町複合ショッピングセンター開店に係る市の対応についてご説明させてい

ただきます。 

 お手元にお配りしております産業建設常任委員会資料（南町複合ショッピングセンター

開店に係る市の対応について）をご参照願います。 

 この資料は、当該施設の立地を計画しております事業者が大規模小売店舗立地法の規定

に基づき県へ提出した届出書からの情報をもとに、私どもでその概要をまとめ作成したも

のでございます。あらかじめご了承願います。 

 それでは、まずはじめに、当該施設の概要から御説明させていただきます。資料の１

ページをご覧ください。 

 １．名称及び所在地でございますが、名称は南町複合商業施設、所在地ですが、三沢市

南町二丁目３１番地３０２０外となっております。 

 資料の２ページをお開き願います。Ａ３判の用紙でございますけれども、これは届出書

に添付されております周辺見取図の写しです。この図面の中ほどにグレーで網がけした部

分が出店計画地でございます。三沢自動車学校さんの東側に隣接した土地で、筆数として

は６筆に分かれております。 

 申しわけございません。資料の１ページにお戻り願います。２．店舗の概要についてご

説明いたします。 

 大型小売店舗としては、２棟の建設が計画されております。１棟目は、小売業者名が株

式会社デンコードー、家電品販売のケーズデンキを展開している会社でございます。延べ

床面積が３,５５２.９３平方メートル、うち店舗面積が２,７７７.９０平方メートルで

ございます。また、営業時間は９時から２１時までとなっております。 

 駐車台数ですが、これは施設全体での駐車スペースとして２１６台分、また、駐輪台数

は６０台分が確保されるとのことでございます。 

 次に、２棟目ですが、小売業者名は株式会社ツルハ、医薬品小売店のツルハドラッグを

展開している会社でございます。延べ床面積が１,３２６平方メートル、うち店舗面積が

１,２１２.３５平方メートル。２棟合わせての延べ床面積が４,８７８.９３平方メート

ル、うち店舗面積が３,９９０.２５平方メートルとなっております。 

 なお、ツルハドラッグは２４時間営業をする予定となっております。 

 それから、補足でございますが、同一敷地内に床面積２８２.１４平方メートルの飲食
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店舗の設置も予定されているそうです。 

 次に、店舗の配置でございます。資料の３ページをお開き願います。 

 この図面は、届出書に添付されております配置図の写しでございますが、東西南北が先

ほどの周辺見取図とは違って、上が西、自動車学校側になります。下が東、海側になって

おりますので、ご了承願います。 

 そして建物の配置ですが、敷地の南側にＡ棟としてケーズデンキ、西側にＢ棟としてツ

ルハドラック、北東の角、図面では右下になりますが、飲食店が設置される配置計画と

なっております。 

 申しわけございませんが、また資料１ページに戻っていただきたいと思います。 

 ４．店舗の新設予定日でございますが、平成２７年１２月３日となっております。 

 以上が、設置者からの届出書をもとにまとめさせていただきました施設の概要でござい

ます。 

 続きまして、５．として大規模小売店舗立地法に基づく手続の流れを表にまとめました

ので、その対応も含めて法律に伴うこれまでの事務手続と今後の予定についてご説明いた

します。 

 平成２７年４月２日、設置者から青森県に対し今回の施設建設に係る届け出がなされて

おります。 

 これを受けて、県は４月１７日に、届け出がなされたこと及び届け出の内容、さらに届

出書と添付書類の縦覧についてと意見書の提出方法についてを青森県報により公告してお

ります。 

 なお、縦覧場所は、県庁商工政策課と三沢市役所産業政策課となっております。 

 また、これにあわせて、県は三沢市に対しまして、設置者から届け出があった旨の通知

と、これに関して市としての意見を提出するよう要請を行っており、この要請を受け、現

在、市では産業政策課が取りまとめる形で、６月２６日を締め切り日として市役所内関係

課に対し、この届け出に対する意見照会を行っております。 

 また、５月１４日には、周辺住民を対象にした事業者による説明会が三沢市公会堂にお

いて開かれております。これは法により開催が義務づけられているもので、当日は２９名

の周辺住民の方々が参加されたとのことでございます。 

 なお、この計画に対し意見がある場合は、市は県からの照会に答える形で、住民の方々

や商工会等団体の方々は県に直接意見を述べることで法では定められております。締め切

り日は公告から４カ月後の８月１７日でございます。 

 その後においての事務作業は県において行われることになりますが、市または住民等か

ら意見があった場合は、その概要を報告するとともに、それらの意見に配慮し、青森県大

規模小売店舗審議会に諮問した上で、県としての意見を設置者に対し述べることになりま

す。 

 この場合、県としての意見がない場合は、ない旨を事業者に対し通知し、立地法の手続

については終了となりますが、意見がある場合は、事業者はそれを受け、改めて対応を届

け出することになり、その内容によっては県から勧告を受ける事態もあり得るとのことで

あり、その際、市は再度市として意見を求められることになります。 
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 法に基づく大まかな事務的な流れ及び市としてのかかわり方は以上のとおりでございま

すが、この計画に関し別な手続の関係で市に対して提出された資料がございますので、こ

れについては都市整備課から説明となります。 

 私からは、以上でございます。 

吉村都市整備課長：では、引き続きまして４ページのカラーの図面について、私のほうか

ら説明させていただきます。 

 この図面は、施設の前面道路となる県道三沢十和田線の道路管理者である青森県上北地

域県民局道路施設課及び交通関係を統括します青森県警察本部交通規制課との協議・指導

を受けた上につくられた図面となっております。 

 しかし、当該地域周辺の県道は、御存じのように現状でも車両が混雑している路線であ

ります。大規模小売店舗立地法に基づき交通解析上は進入車両の処理ができることとは

なっておりますが、新たに店舗が設置することに伴い、少なからず周辺交通への影響が生

じると考えております。 

 このような施設の立地に伴う周辺地域の生活環境への影響に関しては、先ほど説明がご

ざいましたとおり、大規模小売店舗立地法に基づき県が事業者からの届出書を受けて審査

する立場になります。また、その際、周辺地域の生活環境の保持の見地から、県は市の意

見を聞くこととなっております。 

 当課といたしましては、そのような状況を踏まえまして、県に対して十分な交通対策を

講ずるよう事業者に求めるよう意見を提出するとともに、前面道路の道路管理者でありま

す青森県上北地域県民局道路施設課に対しても隣接する交差点の改良等を要望しておりま

す。 

 以上であります。 

加澤委員長：ただいまの執行部の説明に対して委員の皆さんからご意見、ご質問はござい

ませんか。 

小比類巻委員：地元住民等の意見書、これは今は工事しているわけですよね。例えば、こ

れはやる段階で説明の、進める段階もあって住民に説明してきたと思うのですけれども、

その内容というのはわかりますか。わかっておられるの、市のほうで。 

村井産業政策課長：ただいま御質問いただきました住民説明会の内容について御説明をさ

せていただきます。 

 私ども県から説明会の実施状況報告書、これは事業者側が県に説明会が終わった後に提

出する報告書でございますけれども、その資料をコピーさせていただいて今手元にござい

ますけれども、実施月日、実施場所は先ほど御説明したとおりでございますけれども、説

明者としては各設置会社の方々、それから意見、説明の内容は事業計画に沿っての説明が

あったように伺っております。なお、質疑応答という機会もございましたようで、その際

に住民の方々から十数点御質問があったようでございまして、それに対し回答をなさって

いるというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：その段階で、例えば反対みたいな意見とか、そういうふうなのはなかった

のか。 
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村井産業政策課長：お答えいたします。 

 質疑内容について見る限りでは、反対の意見はございませんでした。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：今後その、もう工事してますし、そういう中で意見書というのだけれど

も、例えば先ほど車両なんかでの問題も出てきていましたけれども、そういう段階で意見

書というのは、これはうまくないと言った場合は、これは直すことができるの。 

村井産業政策課長：意見書が提出されればどうなるのかというような御質問かと思います

けれども、この法に基づく手続の流れで御説明申し上げますが、意見書が提出された場

合、県はそれについて庁内の連絡会議、あわせて大規模小売店舗立地審議会にその内容を

かけ、審議するということになります。それをもって県の意見を取りまとめ、意見があれ

ば事業者に対し届出事項変更届出書または変更しない旨の通知が出されると。事業者側か

らですね。県の意見に対し変更するのか、あるいはしませんよとか、そういう意見が出る

ということでございます。それを受けて県は、それに対し是正が可能かどうかというあた

りの再検討、庁内連絡会議にて再検討を行い、その際に改めて市としては意見の聴取を求

められるという流れになります。その際には三沢市としても意見を述べるということにな

ります。 

 その県の勧告を受けた場合、事業者はそれに対してどう対応するかといいますと、それ

に対して届け出の変更をしますという答えをするか、もしくはその勧告には従えませんよ

というような回答をするかのいずれかになると思います。もし、変更をすれば、その変更

をもって意見書の内容を自覚したということに、内容を変更することになろうかと思いま

すけれども、変更しないというようなことになった場合は、県がその事業者は県の勧告に

は従いませんでしたよということを公告するということをもって、この手続きの流れは終

了するということになります。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：そうすると今聞いてると、勧告を例えば受けたとすれば、業者側がそれに

は従わないということも、これはできると、従わなくてもいいということになるの。 

村井産業政策課長：そういう場合もあり得るということでございます。 

 以上でございます。 

小比類巻委員：あれだけの規模ですから、例えばまあ今工事やってますけれども、施工期

間がいつごろからいつごろまでになるのかちょっとわかりませんけれども、８月１７日期

限となっていますけれども、できた時点でなのか、恐らく８月１７日というと、施工に変

わった時点までの提出期限となるわけですけれども、そういう部分ではそういう、意見書

というのは今まで出た事例があるのか、三沢市で。 

村井産業政策課長：三沢市の事例と申しますか、これは県でもっての手続になりますの

で、県でそういうような事例があるのかないのかをちょっと照会させていただいたとこ

ろ、一番近いところではことしの２月にですね、そういう審議会が行われているという情

報がございました。その内容は、現在各地４カ所ですけれども、４カ所で同様の申請手続

があったと。それに対して審議をしたところ、特に意見はないというような結果になった

ようでございます。ただし、附帯事項として、交通関係には十分注意していただきたいと
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いうこととか、あるいは騒音、身障者用のスペースは十分確保してほしいとか、そういう

附帯的なお願いはなされたようでございますけれども、法に基づくところの県としての意

見はなかったようでございます。 

 以上です。 

小比類巻委員：これだけの規模の店舗が来るわけですから、市としても協力しなければな

らないと思うんですけども、雇用も進むだろうし、税収も上がるだろうし、そういうこと

を踏まえれば、できるだけ市としても協力した形で支障のないような、意見書も余り出な

いような、不備のないような形で進めていただきたいなと、そのように思っています。 

 以上です。 

奥本委員：このことは、許可等では県のほうがあくまでも主担ということなんですけれど

も、これは三沢市にできる建物ですから、ショッピングセンターだと思うのですけれど

も、これに対して市としてはどういうメリットがあって、そしてまたリスクというものは

どういうふうなことが考えられるというふうに分析されているのか。 

私ちょっと懸念しているのは、やはりここを通るのですけれども、すごい交通量で渋滞

が続いて、今のままの状況では必ず不満が出てくるだろうというようなことも考えられま

すね、本当に。そういう部分で、しっかりとそういう分析をされているのか。例えば雇用

だったらこのぐらい確保できるだとか、雇用の内容がこうなのだとか、税収としてはどの

ぐらい三沢市にメリットがあるのかというふうな部分をきちんと分析されているのかとい

うことをちょっとお聞きしたいです。 

村井産業政策課長：三沢市としてのメリット、デメリットを分析しているのかどうかとい

うような御質問だと思います。 

 本日お配りしている資料もそうなのですけれども、これはあくまでも大規模小売店舗立

地法に基づく手続についてのご説明でございます。この法の目的でございますけれども、

大規模小売店舗の立地に関して、その周辺の地域の生活環境を保持するということが大き

な目的でございます。そしてそれが保持することによって小売店の発展であったり、ひい

ては国民生活の向上につながるであろうというところのことがこの法の目的ではございま

す。 

 そして、現段階でこの法に沿っての意見を我々市は求められているわけでございますけ

れども、この生活環境の保持という観点からの意見というところは、今、各課で意見をま

とめている最中であろかと思いますけれども、その経済面、例えば雇用、何名ぐらいの雇

用であるとか、どのぐらいの経済発展効果があるのかとか、そういう部分については今の

ところ検討というか、調査はしておりません。 

 以上でございます。 

奥本委員：今、工事も始まっているというふうに、小比類巻委員の方からも話が出ていま

して、新設予定の１２月３日というようなことで、あっという間に来るわけですよね。そ

ういう中で、あくまでもそういう法律に基づいて県とのやりとりをやるのだと思うのです

けれども、期間も短いという中で、やはり住民の方々にどんなリスクやどんなことの状況

があるのかというのは、やっぱり市としてはきちんと調査していく必要があるのだろうと

思うのですね。マイナスの部分も必ず出てくるわけですから、その部分は今はやっている
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最中だとのことですけれども、しっかりと分析して、市民の方にしっかりと知らせていた

だきたいというふうに思いますし、必ず交通部分なら後々事故が起きたとかさまざまな問

題が起きないように、しっかりと対応を取っていただきたいということを要望して終わり

ます。 

瀬崎委員：今、奥本委員も言ったとおり、この地域はふだんでも非常に渋滞が激しいとい

うことで、この図面見ますと、進入方向とか云々ということで書いていますけれども、具

体的にですね、これは県道ですからなかなか市のほうがそういうのは難しいと思うのです

けれども、市として渋滞の解消に向けてどのような対応をとるものか、それについて説明

してほしいと思います。 

吉村都市整備課長：県道については、県のほうの管理になるのですが、そちらのほうには

先日お伺いしまして、こういった施設ができることにも関係はするのですけれども、現状

自体がそういった渋滞が発生するような状況にあるということで、交差点の改良等を要望

しております。今回、事業者の方もその辺について御協力いただけるということで、この

図面の中で、ちょうど交差点の、左下のほうに交差点の絵柄がありますけれども、そこの

部分の黄色い色塗りをした部分なのですが、将来的にここに右折レーンを設置する際に拡

幅となる部分については、こういった施設をよけて建設していただけるということで、今

後の交差点改良等の事業に対してご協力いただけるということらしいです。そういった形

で県のほうには要望を進めているところであります。 

瀬崎委員：県のほうに、そういう今後のことも考えて、黄色い部分でも拡幅を考えている

ということでありますが、もう一つ、単純に考えて、この図面の右のほうの三沢高校から

来る道路ありますよね。交差点。何でここに道路というか、ここを出入り口にできなかっ

たという何か理由はあるのですか。 

吉村都市整備課長：駐車場法の中で規制があるそうで、青森県警のほうと事業者が協議し

た際に、この交差点に直接駐車場等の出入り口をつけることが許されないということで、

そこをよけたような形で設置した図面になっております。 

瀬崎委員：わかりました。 

 いずれにしても、ふだんでも非常に渋滞していると思いますので、今後とも渋滞状況等

を考えてですね、鑑み、さらに県に要望するところはしっかり要望して、渋滞の解消とか

になるようにしっかりとこちらのほうも対応していただきたいと思います。 

 要望でございます。以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、この案件に関しては、委員の皆様からいろいろと御質問がござい

ました。特に道路の交通状況の問題について懸念される部分が多々ありますので、市とし

ても、きちんとそのところの部分は先行できるものは先行して、住民の負担にならないよ

うに、迷惑にならないように積極的にかかわっていくようにお願いしたいと思います。 

 それでは、ここで説明員入れかえのため暫時休憩いたします。 

午前１０時３０分 休憩 

─────────────── 
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午前１０時３３分 再開 

加澤委員長：休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 それでは、調査項目の２件目、スカイプラザミサワの運営状況についてであります。 

 それでは、執行部の御説明をお願いいたします。 

村井産業政策課長：それでは、案件の２件目、スカイプラザミサワの運営状況について御

説明させていただきます。 

 資料は、産業建設常任委員会資料（スカイプラザミサワの運営状況について）をご参照

願います。 

 なお、この資料は、去る５月２０日、スカイプラザミサワ株式会社が開催いたしました

株主総会において配付された資料をそのままコピーしたものでございます。本日はこれを

用いてご説明させていただきたいと思います。 

 まずはじめに、２６年度の事業報告から御説明いたします。資料の１ページをお開き願

います。 

 平成２６年度事業報告書。１．管理部門とございますが、このページにはこれまでのテ

ナント契約の実績や契約締結日等についての記載がなされております。 

 １枚めくっていただき、２ページをご参照ください。１ページ目から続く現在のテナン

ト状況の表の続きがございます。こちらの表の下から２行目に、三沢外貨両替センター

と、一番下には萬屋三沢店とございます。この２店が２６年度において賃貸契約を締結し

たテナントでございます。 

 その下、⑵新規テナント契約のところをご覧ください。ここでは、特に萬屋三沢店の出

店に伴う契約についての説明が記載されておりますので、その概要をご説明いたします。 

 まず、契約の相手方は、ドラゴンキューブ株式会社。青森市に本社がございまして、主

に中古品の買い取り・販売を行っている会社でございます。今回スカイプラザにテナント

として入りますのは、店舗名が萬屋三沢店、店舗面積が１階、２階、合わせまして１,０

８９.０８平方メートル、約３３０坪でございます。なお、この契約により２階のテナン

トスペースは全て埋まることになりました。また、賃貸料ですが、月額１０８万２,８０

８円となり、今後は年間で１,２９９万３,６９６円の家賃収入が見込まれております。 

 続いて、⑶アメリカ村にぎわい創出イベントの企画・開催についてでございます。 

 スカイプラザミサワには、アメリカ村への集客の拠点という重要な位置づけがございま

すので、昨年度、ここで行ったイベント等について、その主なものをご紹介させていただ

きます。 

 はじめに、アメリカ村サンクスカーニバルでございます。アメリカ村サンクスカーニバ

ルは、アメリカ村のにぎわい創出に貢献することを目的に、平成２６年１１月１日から３

日まで開催されたイベントで、３ページに表で記載されておりますけれども、この３日間

での売り上げは４２５万４,０００円、来店者数は６,１７１人でございました。 

 また、このときのアニメグッズコレクションに萬屋八戸店さんに出店していただき、そ

こでの販売状況が今回のテナント契約に結びついたとのことであります。 

 次に、週末バーベキューハウスでございます。２６年度においては、７月から１０月に

かけて２階テラスで営業を行ってまいりましたが、前年度と比較し売り上げでは１９％、
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客数では２９.７％の増となっております。 

 次に、三沢基地航空祭前夜祭でございます。ご承知のとおり、三沢基地航空祭は毎年、

県内外から多くの来場があり、市内に連泊される方も大勢いらっしゃいます。そうした

方々をターゲットに、２６年度に初の試みとして、アメリカ広場を活用してさまざまなス

テージイベントや飲食店ブースを開設したのが三沢基地航空祭前夜祭でございます。 

 ４ページには、売り上げと来店者数についての表がございます。９月６日の前夜祭に

は、売り上げが１３０万６,０００円、来店者数が２,５７３人、航空祭当日には、売り

上げが２８７万５,０００円、来店者数が１万２,１７８人となっております。 

 次に、直営小売部門でございます。 

 直営小売部門の売り上げにつきましては、５ページの表をご参照願います。２６年度売

上額は、スカイプラザミサワとジャック＆ベティの合計額が１億４,３５４万９,０００

円で、前年より１３.１％の増となっております。また、客数につきましても、直営店の

みの客数で１２万８,０５９人で前年比１０.６％増だそうです。（発言する者あり） 

 前年度比は増加分だけでございます。 

 次に、２６年度の決算状況についてご説明いたします。 

 決算報告については、資料の６ページから１２ページにかけて貸借対照表や損益計算書

等決算にかかわる資料がございますが、こちらの内容をわかりやすくまとめたものが資料

の１７ページにございますので、そちらをお開き願います。 

 こちらには、スカイプラザミサワ株式会社平成２７年度部門別収支計画書とございます

が、その中の第１０期、平成２６年４月から平成２７年３月実績が２６年度決算を科目別

に一覧にしたものでございます。また、１１期は、２７年度の収支計画となっております

ので、こちらの表でもって２カ年分を比較しながら運営状況について説明させていただき

たいと思います。 

 はじめに、テナントリーシング管理部門から御説明いたします。 

 収入でございますが、テナント家賃収入として、２６年度は１,６５５万５,０００円

ございましたが、２７年度は２,６７０万２,０００円を見込んでおります。これは、萬

屋さんからの家賃収入が新たに発生することによる増収でございます。 

 次は、小売部門からの家賃収入が１,２００万円、ただし、これは後ほど直営小売店舗

部門のほうでは費用として出てまいりますので、管理と小売とのやりとりで実際の利益算

出の時には相殺されるものでございます。金額は２６年、７年度とも増減はございませ

ん。 

 次は、補助金等ですが、商工会からの補助金等がここに含まれております。 

 次の業務受託収入は、商工会が行うスマートフォンによる情報発信事業の受託でござい

ます。 

 イベント収入は、イベント時の出店料や航空祭時の駐車料等がここに含まれておりま

す。 

 その他の雑収入は、自動販売機の販売手数料でございます。 

 次は、費用についてでございますが、人件費は２６年度においてはフルタイム２名分を

管理部門から支出をしておりましたが、２７年度分については新たに職員が退職して当社
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の社員となった１名分を含め人件費を見込んでおります。フルタイム社員を４名、パート

は１名というふうに見込んでおります。 

 施設管理費は、清掃、警備、廃棄物処理費等でございます。 

 減価償却費は、建物等の法定最大限の費用を見込んでおります。 

 租税公課は、三沢市に支払う固定資産税でございまして、増額分は２階にＷＩＬＤ Ｗ

ＥＳＴという直営店がございましたが、これを開店したことによる店舗部分の増床による

ものでございます。 

 その他の費用は、電気料、水道料等でございますが、契約上これらの経費は入居者が負

担することとしておりますので、萬屋入店により会社負担分が減額されることを見込んで

おります。 

 支払利息は、青銀及び日本政策金融公庫からの借入金の利息でございます。 

 雑損失は、借用した機器を破損したことによる弁償でございます。 

 以上の結果、平成２６年度における管理部門の経常利益は７３８万３,０００円の赤字

となりますが、償却前の管理部門の経常利益は８３９万５,０００円の黒字で、同様に２

７年度における経常利益は３０万円、償却前の経常利益としては１,４４６万円の黒字が

見込まれております。 

 次に、直営小売店舗部門の収支ですが、収入としては直営店内にございます中居酒店さ

んの売場分の家賃収入が１９２万円。 

 商品売上高は、２６年度は１億４,３５４万９,０００円でございましたが、２７年度

は２,６４５万１,０００円増の１億７,０００万円を見込んでおります。これは、萬屋開

店による相乗効果と、営業時間を現状の午後７時閉店から９時閉店に延長することを検討

している、それを要因とするものでございます。 

 補助金等については、緊急雇用対策事業により人件費補助が減額されております。 

 その他の雑収入は、中居酒店さんへのレジ貸し出し料でございます。 

 これらにより、２６年度の小売部門における収入合計は１億６,３９７万４,０００円

となり、２７年度はこれに１,３１５万６,０００円増の１億７,７１３万円が見込まれて

おります。 

 次に、小売部門の費用ですが、売上原価は１億８２０万８,０００円から１億２,７５

０万円に、人件費は２,７８３万７,０００円から２,２９１万３,０００円に４９２万４,

０００円の減額、これは人事配置の見直しによるものでございます。 

 家賃支出は、管理部門との内部取引でございます。 

 宣伝費用は、サンクスカーニバル等のチラシなどやテレビ出演料でございます。 

 減価償却費は、備品に対する減価償却費で２５０万９,０００円から２１０万１,００

０円に。 

 その他の費用は、消耗品費、営業活動費、マット、レジ、在庫システム等のリース料等

がここに含まれております。 

 この結果、費用の合計は、２６年度では１億６,０５４万９,０００円、２７年度は１

億７,７１１万４,０００円。 

 小売部門の経常利益は、２６年度が５５７万５,０００円の赤字、２７年度は１万６,
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０００円の黒字を見込んでおります。 

 なお、管理部門、小売部門を合わせた会社全体の収支でございますが、２６年度では

１,２９５万８,０００円の赤字でございますが、２７年度は３１万６,０００円の黒字が

見込まれております。 

 また、会社全体の償却前経常利益は、２６年度においては５３２万９,０００円の黒字

となっており、同様に２７年度においては１,６５７万７,０００円の黒字が見込まれて

おります。 

 なお、表の一番下段にございます当期純利益は、会社全体の経常利益に自己株式譲渡益

を加え、そこから法人税、住民税、事業税を引いたものがその金額となっております。 

 なお、ここには示されてはおりませんけれども、平成２８年度・１１期には市からの借

入金３,０００万円の返還が、１年に６００万円、５年間にわたって始まりますが、既に

１１期において償却前経常利益が１,６５７万７,０００円見込まれており、１２期には

さらにこれ以上の利益を見込んでいることから、借入金の返還は予定どおり行う見込みで

あるとのことでございました。 

 続いて、２７年度の営業計画についてでございますが、ページを戻っていただきまし

て、１３ページからの記載になります。 

 主なものをご紹介いたしますと、本年７月１日に萬屋三沢店がオープン予定のことで、

これによる家賃収入の増額はもとより、貸し付け部分の電気料等が萬屋持ちになるため、

合わせますと１,５００万円程度の増収が見込まれるとのこと、加えて、これまでと違う

客層の方々がスカイプラザを訪れることが予想され、これに伴ってスカイプラザ直営店へ

の波及効果が期待できるものと考えているということでございました。 

 また、１４ページには、アメリカ村サンクスカーニバルの開催をはじめ、アメリカ村に

ぎわい創出の拠点としてさまざまなイベントの企画、これの開催について記載されており

ます。 

 １５ページには、小売部門についての２７年度における具体的な営業方針が記されてお

ります。後ほどご参照ください。 

 最後に、１９ページをお開き願います。 

 先般の株主総会におきまして取締役の任期満了に伴う役員の改選がございましたので、

その内容をご紹介いたします。なお、かわった方のみを紹介させていただきます。 

 山本優・三沢市経済部長と戸舘剛伸・当社統括部長が新たに取締役に就任し、大澤裕彦

・前経済部長は取締役を退任しております。役員改選については、以上のとおりでござい

ます。 

 以上、株主総会の資料をもとにスカイプラザの運営状況を説明させていただきました。

説明は以上でございます。 

加澤委員長：ただいまの執行部の説明に対して委員の皆様からご意見、ご質問等ございま

せんか。 

奥本委員：ちょっと細かい話になるのですけれども、これまで市のほうから出向という形

の派遣をしていたのですね。これが今回、戸舘さんが向こうのほうに移られるということ

で、市のほうからは人材というのですか、そういう派遣は、今後はないというふうに、こ
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れはゼロということでよろしいですか。 

村井産業政策課長：今お話ございましたが、戸舘剛伸統括部長でございますけれども、本

年３月３１日をもって三沢市役所を退職しております。ですから、もう三沢市役所の職員

ではございません。スカイプラザミサワ株式会社の社員ということになっております。

よって現在、三沢市からのスカイプラザへの派遣という人材、人間はおりません。 

 以上でございます。 

奥本委員：わかりました。 

 またちょっと細かいことをお聞きしますけれども、やはりスカイプラザという中心市街

地活性化、商店街の活性化というようなときにいろいろありましたけれども、今ようやく

明るい兆しが見えてきているのかなというようなことも感じておりますが、やはり市民の

皆さんもよく言うのですけれども、駐車場の問題ですね。今、萬屋さんが入るということ

で、いろいろまたお客さんもふえるのではないかというふうな話もありましたけれども、

駐車場の確保と、それからそれに関しての、今回はこれはスカイプラザだけの説明だと思

うのですけれども、やはり本来の目的である商店街の活性化、中心市街地の活性化という

ものを、それについてお話を聞きたいのですけれども。 

山本経済部長：まず１点目の駐車場問題ということで話すと、スカイプラザが独自に従業

員のための、または萬屋さんに働く方々のための駐車場、これを別の場所に変えて、そし

て利用客にフルに利用していただくという形を７月以降とるような計画を持っておりま

す。それで今年は駐車場のほうを対応していきたいというように考えております。 

 そして、地域の商店街との連動という部分につきましては、やはりスカイプラザに人が

いっぱい来ても、その方々が商店街に魅力を感じないと、やはりなかなか経済効果につな

がってこない。ですから、個々の店の魅力を創出しながら、そしてせっかく来た方々がそ

ちらのほうでも買っていただけるような形にしていくように、今後、商店会のほうともい

ろいろな対策を講じながら魅力の創出を図り、中心市街地の活性化につなげていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

奥本委員：商店街のところに空き地みたいな形で、本当は実際は建物が建つ予定であった

ものが、空き地があるのですが、そういうところを活用するという考えはあるのでしょう

か。 

山本経済部長：商工会のほうと現在話し合いながら、今後そこの部分をどういうふうにし

ていったらいいのかということを検討していきましょうというような形では話し合いが持

たれております。 

 なお、ことし、空き店舗を含めたいろいろな活用方法というのを商工会のほうでまとめ

ることにしております。もちろん、三沢市の意見を踏まえた上でということなのですが、

それらを加えた形で、今言った空き地の問題の対応を考えていきたいということになって

おります。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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加澤委員長：それでは、ほかにないようですので……。 

 この案件に関しては、第三セクターとしては他の自治体に比べると上向きな様相がされ

ていますし、実績も出てきております。今後ともこれが維持できるような形をとりなが

ら、市のほうとしてもきちっと周知していくようにお願いしたいと思います。 

 それでは、たびたび申しわけございませんが、説明員の入れかえのため暫時休憩いたし

ます。 

午前１０時５３分 休憩 

─────────────── 

午前１０時５４分 再開 

加澤委員長：休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 それでは、調査項目最後の３件目ですが、下水道の整備状況についてであります。 

 それでは、執行部の御説明をお願いいたします。 

今村上下水道部長：それでは、下水道の整備状況について担当の下水道課長より説明させ

ますので、よろしくお願いいたします。 

澤田下水道課長：それでは、お手元に配付いたしました資料に基づいて説明いたします。 

 まず、表紙のほうをめくって１ページ目をお開きください。 

 まず、１番の事業の概要。 

 ⑴公共下水道事業。 

 全体計画。事業期間、昭和６３年度から平成４２年度。総事業費４８９億４,６００万

円。計画人口３万５,３００人。計画水量１万６,７００立方メートル／日、これは日最

大となっております。計画面積１,８２２ヘクタール。施設概要、浄化センター（７分の

７系列）が１カ所、古間木ポンプ場１カ所となっております。 

 実際にあの事業を行う事業認可としましては、事業期間、昭和６３年度から平成２９年

度。総事業費３３５億４,８００万円。計画人口２万８,５９０人。計画水量１万２,００

０立方メートル／日（日最大）。計画面積１,２７４.７ヘクタール。施設概要、浄化セ

ンター（７分の５系列）１カ所、古間木ポンプ場１カ所となっております。 

 続きまして、⑵としまして農業集落排水事業、これを３地区で実施しております。 

 三沢西部地区。事業期間、平成９年度から平成１３年度まで。対象集落、八幡、越下、

富崎、谷地頭、高野沢、朝日、根井となっております。総事業費２２億５,０８６万５,

０００円。計画人口１,４００人、このうち定住人口が１,１０１、流入人口２９３と

なっております。計画水量４２０立方メートル／日（日最大）。計画面積１８４ヘクター

ル。施設概要としましては、これは浄化センター１カ所、汚水管路１万４,７１１メート

ル。 

 続きまして、三沢東部地区。事業期間、平成１３年度から平成２０年度。対象集落、新

森、塩釜、織笠、六川目、細谷、淋代。総事業費２９億５,９８５万９,０００円。計画

人口３,４７０人、このうち定住人口が３,２９８人、流入人口が１６７人となっており

ます。計画水量は１,０４１立方メートル／日（日最大）。計画面積３１４ヘクタール。

施設概要、浄化センター１カ所、汚水管路３万４,４３５メートルとなっております。 

 続きまして、三沢南部地区。事業期間、平成２０年度から平成２４年度。対象集落、鹿
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中、三川目。総事業費１６億１,３９５万８,０００円。計画人口１,５５０人、このうち

定住人口が１,４０５人、流入人口１４３人となっています。計画水量５１２立方メート

ル／日（日最大）。計画面積１３２ヘクタール。施設概要、浄化センター１カ所、汚水管

路１万６,７５５メートルとなっております。 

 このうち、農業集落排水の３地区については全て事業を完了して、全面供用開始してお

ります。 

 続きまして、２番の下水道事業の進捗状況について説明させていただきます。 

 ２ページめくっていただきまして、資料１をごらんになってください。普及率・水洗化

率の一覧表となっています。 

 右下にありますのが２６年度での普及率と水洗化率の表ですが、２６年度末での下水道

普及率は、公共下水道事業で６０.８％、農業集落排水事業で１２.３％、計７３.１％に

なりました。普及率は下水道に接続できるようになっている割合をあらわしております。

汚水管路の延伸に伴い、毎年１％から２％程度、普及率としては伸びております。 

 もう一つ重要な指標としまして、実際に下水道に接続した割合を示す水洗化率がござい

ます。平成２６年度末での水洗化率は、公共下水道事業で８５.８％、農業集落排水事業

で６１.９％。市全体としては、下水道事業への接続済みの進捗率は８１.８％となりま

した。平成２５年度の三沢南部地区農業集落排水事業の全面供用開始により、地域が一旦

は下がりましたが、その後、順調に数値は伸びております。 

 これを人数のほうで説明いたしますと、平成２６年度末での三沢市の人口が４万８５４

人となっておりますが、そのうち下水道を使える状態の方が２万９,８４４名、下水道に

既に接続済みの方が２万４,４０６名となっております。 

 続きまして、３．下水道事業の整備の方針につきまして説明いたします。 

 これは一番最後につけてありますＡ３判の図面のほうをごらんになってください。三沢

市公共下水道整備計画図となっております。 

 大枠で緑の線で囲まれている地域が全体計画区域１,８２２.０ヘクタール、黄色、灰

色、赤、青、緑で着色されている地域が現在の認可区域の１,２７４.７ヘクタールと

なっております。着色部分のうち黄色の部分が、先ほど説明しました下水道の普及率に対

応する部分で、既に下水道に接続できる工事が終了している部分がこの黄色の部分です。

それ以外の灰色、赤、青、緑のところについては、まだ汚水管路の工事が終わっていない

区域となっております。 

 汚水管路の工事につきましては、ある程度の地域を定めて集中的に行う場合と、特定の

地域に接続するために汚水幹線を集中して進める場合がありますが、それぞれバランスを

考慮して毎年度の工事を進めております。 

 着色部分のうち、赤、青、緑が平成２７年度から２９年度の間に工事を予定している路

線となっております。古間木・春日台地区につきましては、集中して汚水管の工事を進め

るエリアとして進めております。また、市役所通りの東端から病院のほうに接続する路線

につきましては、市立病院周辺のエリアに接続するために幹線を延ばしている区域となっ

ております。 

 短期的には特定の地域を集中的に整備しますし、そのほか中期的には特定の地域に接続
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する汚水幹線を整備するなど計画的に整備を進めておりますが、国からの補助金が満額来

ないとかという状態が何年か続いておりまして、そのほか他事業との整合性をとるため、

道路工事とかと下水道の工事の整合性をとるために多少の計画変更が生じることもござい

ます。 

 その他としましては、花園町とか市立病院の南側、それから堀口中学校の東側では工事

を予定しておりますが、これにつきましては私道に管路を布設するもので、地権者の同

意、また、受益者の接続同意が得られた路線を整備していくものです。 

 上久保小学校の周辺、また、第五中学校の周辺につきましては、黄色と灰色のエリアが

混在してございますが、この灰色の部分につきましては、主に私道の部分で相手方の了解

を得なければ布設できないというところがかなりありまして、その辺に関してはまだ黄色

と灰色が混在している状況になってございます。この問題に関しましては、路線ごとに受

益者もしくは町内会のほうと相談しながら問題の解決に当たっております。 

 最後に、現在の事業認可が平成２９年度までとなっておりますので、地域の拡大を含め

次の事業認可の策定の準備を進めているところでございます。 

 以上で、下水道事業の整備状況について説明を終わらせていただきます。 

加澤委員長：ただいまの執行部の説明に対して委員の皆様からご意見、ご質問等はござい

ませんか。 

小比類巻委員： 浜三沢地区のほうを聞きたいのだけれども、整備済みになっているよ

ね。（発言する者あり） 

 例えばこの負担金はいつから取られるの。俺は取られてる覚えはないのだけれども。ど

ういう形で徴収になるの。 

澤田下水道課長：負担金の賦課につきましては、ある程度、周辺のエリアの工事がある程

度進んだ状態を見計らいまして賦課する形になっております。それで、今の地区につきま

しては、周辺の整備がある程度ブロック的にまだ終わっていない部分もあるということ

で、まだ賦課になっておりませんが、近い将来、工事が終わっているところに関しては順

次賦課をすることになっています。 

小比類巻委員：その負担金の問題だけども、面積、坪数で来るわけだよね。浜三沢地区だ

と農村部なわけだから、それなりの敷地面積あるわけですけれどもね。どういう形で負担

金をかけるのか、そこのところをちょっとお尋ねいたします。 

澤田下水道課長：ただいまの質問についてお答えいたします。 

そうですね、浜三沢地区とかも一宅の面積が非常に大きいということで、受益者負担金

は原則としましては面積、１平米当たりの単価でかけることになっております。ただ、実

際に宅地がかなり大きな場合で、宅地として利用していない部分がある程度分けられる、

例えば家庭菜園なりに使っている場合には、その分に関しては支払いを延期しますという

か、そういう手続がありまして、宅地部分だけにかけるという手法をとる場合もございま

す。本人からの申請も必要になるのですが、一宅地であっても宅地部分とそれ以外に例え

ば家庭菜園部分としてはっきり分かれてあった場合、本人からの申請があれば、家庭菜園

部分に関しては賦課を延期するという手続をして、実際に宅地になったときに負担金を

払っていただく、という形で対応しております。 
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小比類巻委員：それがいつごろになるのか、まずね。そして、まだ浜三沢も移転を要望し

ていますよね。そこあたりを考えれば、あえて今なのかという気もするのだけれども、そ

このところはどうなの。（発言する者あり） 

 だから、要は移転を要望しているわけだ。その人たちの下水道を今整備しているわけ

よ。なるかならないか、それは別だよ。別なのだけれども、移転を申し込んでいる中で無

駄な事業だと私は思うわけさ。ならないのならならないのでいいのだけれども、なる方向

であるのであれば、後に移転をしようとするのであれば、浜三沢にかけるよりはほかのほ

うにかけたほうがいいわけですよ。下水、こういう整備はそれなりに何億円もかかるのだ

から。そこのところが我々も不透明だ。整備してやるのだけれども、片方では移転を申し

込んでいる。そこのところで副市長はどういう考えを持っているのか、ちょっと聞きた

い。 

米田副市長：移転については地域の要望でございます。この整備についても地域の要望で

ございます。両方を要望しているものですから、下水道計画の中ではそれを盛り込んでお

ります。相矛盾するようですが、期間の取り合いとか可能性を加味して今下水道課のほう

ではこういう計画を作っているということでございます。 

小比類巻委員：だから、それは確かに生活をするために整備をやる、それは確かに必要で

すよ。ただ、そういう中で、移転して要望しているということであれば、やはりその可能

性がどうなのか、含めた中で検討していくべきものではないのかなと。要望があったか

らって、次から次へこれから移転するのだという中で、無駄な経費をかけるわけですよ。

それよりだったら、まだ進んでないほうに乗せて、本当にこの移転がやれなかったという

ことであれば、それはそれで進める事業だと思うし、そこのところが我々も要望している

という立場からすると、私の立場からすると、もう少し様子を見ようと。本当に移転がで

きるのか。 

 浜三沢も要望して残ってる地域、１０年ぐらいになりますけれども、その形がまだ見え

ていない。本当に役所のほうにも努力してやってもらっている。しかしながら、可能性と

してはかなり低いと私は見ています。現状ではね。そういうことであれば、やっぱりほか

のほうにやった結果、浜三沢が無理だと、移転は無理なんだという時点でやっぱりやって

もね、そんなに俺は焦ってやることでもないと思うんだよ。そこのところを、副市長。 

米田副市長：この整備計画をつくった当初のものが、よく私は認識していないのですが、

その当時は整合性があったと思います。（発言する者あり） 

 浜三沢の移転については、非常にこう見えないと。要望は着々とやっているのですが、

採択される可能性もまだそんなに見えない。でも、市ではやりたい、地元住民もやりた

い、ということで進んでおります。 

 もし、今のような御指摘があれば、もう一度（発言する者あり）住民意見を聞いてみた

いと思っています。 

瀬崎委員：まず、整備計画が資料２のほうで平成２７年、平成２９年と色分けして非常に

わかりやすいのですけれども、これは三沢広報の４月号に毎年載ってくるのですね。それ

をずっとこれを見比べるとですね、かなり整備期間の話が相違があると私は認識している

のです。と申しますのは、三沢広報は未整備の区域も含めて平成２９年度までに整備でき
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る区域ということになっているのですよね。そこのところは、やっぱりこういう資料が出

てきましたので、まだそこのところは三沢広報と整合できるようにできないのですか。 

澤田下水道課長：ただいまの三沢広報との不整合につきましてご説明いたします。 

 事業認可を２９年度までということでしてきているのですが、その中では２９年度まで

に終わらせたい地区ということで事業認可は出ております。 

 それで、広報のほうにつきましては、やはり事業認可の期間に合わせて未整備の部分を

整備したいエリアとして表示していたのですが、その辺につきましてはどうしても毎年の

事業費の増減等により整備できない部分も出てきます。今お渡しした図面のほうでも、２

９年度までにグレーの部分が全部終わるエリアとして、広報のほうではそういうふうにと

られるような図面のほうを載せたこともございますので、来年度からはもう少し図面のほ

うを工夫しまして、もう少し市民の方が誤解しないようなわかりやすい図面に工夫させて

いただきたいと思います。 

 以上です。 

瀬崎委員：その点よろしくお願いいたします。 

 それとあと、この整備計画を見ますと、例えば平成２８年度のブルーのラインで示され

たところは、いわゆるその周りのところが全然入ってないと。これは予算の関係とかそう

いうのがあると思うのですけれども、できればその地域全体が使えるような整備計画とい

うものはできないのですかね。と申しますのは、赤で見ますと、ぽつんぽつんと残ってい

るわけですよね。これは整備できなかったというとこで、次にやるとの話なんですけれど

も、これはその地域は一括でやるという話はできないのですか。 

澤田下水道課長：今の面的な整備を優先して進めないのかということについてお答えいた

します。 

 今現在、下水道課のほうとしましては、古間木・春日台地区を優先するエリアとしまし

て、こちらのほうは面的につながっていくような形での整備を進めております。それで、

それ以外に市役所前の道路の東端からのつながっているところに関しましては、これは実

は三沢市立病院の周辺エリアにつなぐための幹線整備を進めている部分になっておりま

す。 

 いずれ幹線のほうが進んでいけば、面整備についても続けて進めていく予定なのです

が、今現在は古間木・春日台のほうの面整備を優先して進めていきたいということで進め

て、ただ、古間木・春日台のほうが進んでいけば、またほかのエリアについても面整備を

進めていきたいので、それのための準備としまして幹線のほうを進めているという状況に

なっております。 

 以上です。 

瀬崎委員：了解しました。 

 それで、今は春日台・古間木のほうを優先しているということで、今、古間木団地の建

設等が始まっていますけれども、これには入っていないように思うのですけれども、古間

木団地と下水道との関係はどのように考えておりますか。 

澤田下水道課長：ただいまの古間木団地での下水道整備についてお答えいたします。 

 古間木団地の中の下水道整備につきましては、古間木団地整備事業の一環として下水道
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が整備されることになっております。それにつながる幹線のほうは下水道側で整備するこ

とになっておりまして、古間木団地が供用開始するときには全て下水道に接続できる状況

に計画しております。 

 以上です。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、ないようなので。 

 この下水道の整備計画も多年にわたってする計画ですので、今、委員のほうからも意見

が出ましたが、地元住民の声をやはり定期的に聞き入れて、その都度、やはりいい方向で

対応していくようにしていただきたいと思います。 

 以上で、本日の案件は全て終了いたしました。 

 なお、この所管事務調査については、今定例会で委員長報告をすることになりますが、

この内容については正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時２０分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   加 澤   明  

 


